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請願第８－１号 × × × ×
議
長

× × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 不採択
請願第８－２号 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 不採択
承 認 第 ６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
承 認 第 ７ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決

○…賛成　　×…反対	 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

請願
第８－１号

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願書
最低賃金の全国一律制度を確立し、地域間格差を縮小させるための施策を進めるとともに、事業主
負担の軽減など中小企業への具体的経済支援策を拡充すること、茨城県の最低賃金を物価高対策と
して令和８年 10月に 1,500 円以上に引き上げ、1,700 円を目指すため、政府および関係機関に
対し意見書の提出を求めるもの。

請願
第８－２号

「日本政府に核兵器禁止条約（TPNW）への参加・調印・批准を求める意見書」を提出するための
請願書
核兵器を法的に違法化した国際条約である「核兵器禁止条約」に、日本が参加・調印・批准するこ
とを求める意見書を、国に提出することを求めるもの。

承認第６号

専決処分の承認を求めることについて（東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例）
令和８年第１回定例会で議決の東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例に関し、地方税法
施行令等の一部を改正する政令の施行に伴い、その一部を改正する条例について専決処分を行った
ため、地方自治法第 179条第３項の規定により報告し、承認を求めるもの。

承認第７号

専決処分の承認を求めることについて（東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
地方税法施行令等の一部を改正する政令および地方税法施行規則および地方税法施行規則の一部を
改正する等の省令の一部を改正する省令の施行に伴い、東海村国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について専決処分を行ったため、地方自治法第 179条第３項の規定により報告し、承認を
求めるもの。

令和８年第２回定例会（６月議会）では、32件の議案等のうち、賛否が分かれたのは４件でした。
以下には、賛否が分かれた議案名とその要旨についてお知らせします。

論討

　自分の意見（賛成または反対）
を表明し、その意見に反対する議
員、賛否の意思を決めていない議
員を、自分の意見に賛同させるこ
とを目的に行うものです。

討論とは…

承認第７号

　国による子ども・子育て支援金上
乗せへの対応では、村から「国保へ
の上乗せではなく国の責任で抜本的
施策を」と求めるべき。できないな
ら岩手県陸前高田市等のように「本
体分」を引き下げて支援金増額分の
相殺を。

大名 美恵子 議員反対

請願第８－１号

　賃金の高い近隣都県への人材流出
を防ぎ、働く人の生活と地域経済を
守るために、最低賃金の引き上げと
事業者の負担軽減や経済支援策を一
体で求めるもの。地域経済の持続可
能性を高めるためにも、請願は採択
すべき。

光風会 恵利 いつ 議員賛成
　最低賃金引き上げの重要性は十分
認識するが、請願で示された具体的
な金額とスケジュールは、あまりに
も急進的であり、事業経営の持続可
能性とセットになった労使双方が納
得できる段階的かつ持続可能な引き
上げが重要。

新政とうかい 越智 辰哉 議員反対

請願第８－２号

　イランを攻めた米国イスラエルを
批判する決議書に賛成しながら本請
願に反対するのは大量殺りくを批
判する姿勢として一貫性に欠ける。
ノーベル賞受賞の日本被団協の活動
も否定するもの。反核の声を上げる
勇気を持ちたい。

阿部 功志 議員賛成
　条約批准への動きは無く、環境も
整っていない。批准は時期尚早。ま
ずは核兵器禁止条約締約国会議にオ
ブザーバーとして参加し、唯一の被
爆国だからできる役割を果たし、平
和と安全への取り組みを進めていた
だきたい。

公明党 岡崎 悟 議員反対
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3 議会だより 2026.7 第 65 号


